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中間期および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 7 月 13 日の決算発表時に公表した平成 20 年 5 月

期（平成 19 年 6 月 1 日～平成 20 年 5 月 31 日）の、中間期および通期の業績予想を下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 20 年 5 月期中間期の業績予想数値の修正 
  （平成 19 年 6 月 1 日～平成 19 年 11 月 30 日） 
【連結】                           （金額の単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 17,697 280 314 176
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,949 184 220 116
増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 747 △ 95 △ 93 △ 59
増 減 率（%） △ 4.2％ △ 33.9％ △ 29.7% △ 33.8%
（ご参考）前中間期実績 
（平成 19 年 5 月期中間期） 

16,135 304 339 180

 
【個別】                           （金額の単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 17,674 294 328 190
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 16,926 194 230 126
増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 748 △ 99 △ 97 △ 63
増 減 率（%） △ 4.2％ △ 33.7％ △ 29.6% △ 33.5%
（ご参考）前中間期実績 
（平成 19 年 5 月期中間期） 

16,098 324 359 200
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２．平成 20 年 5 月期の業績予想数値の修正（平成 19 年 6 月 1 日～平成 20 年 5 月 31 日） 
【連結】                           （金額の単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 37,580 711 773 449
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 36,865 614 679 407
増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 714 △ 96 △ 93 △ 41
増 減 率（%） △ 1.9％ △ 13.5％ △ 12.1% △ 9.3%
（ご参考） 
前期実績（平成 19年 5月期） 

33,221 665 729 305

 
【個別】                           （金額の単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 37,520 713 776 452
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 36,771 613 678 406
増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 748 △ 99 △ 97 △ 45
増 減 率（%） △ 2.0％ △ 13.9％ △ 12.5% △ 10.0%
（ご参考） 
前期実績（平成 19年 5月期） 

33,156 687 750 283

 
３．修正の理由 
 （１）平成 20 年 5 月期中間期（平成 19 年 6 月 1 日～平成 19 年 11 月 30 日） 
 当中間期における当社グループおよび当社の業績は、医療材料の公定価格である償還価格の

引き下げや、各医療機関からの値下げ要請等により、全体として厳しい状況が続いており、売

上高は、前中間期比では増加したものの、目標を下回る予定であります。 
 利益面につきましては、一般消耗品分野における、プライベートブランド商品の原油高によ

る仕入価格上昇の市場価格への転嫁が遅れたことや、低侵襲治療分野における、外科系手術機

器のＶＰＰ（症例単価払い）受注案件が減少したことなど、外部環境の影響による粗利益の減

少、また、新規事業である医療モール開発にかかる費用増加、営業力強化を目的とした人員補

強による人件費関連費用の増加、物流センター拡充に伴う先行投資費用の増加などによる販売

費及び一般管理費の増加等により、営業利益、経常利益、中間純利益がそれぞれ減少する見込

みでございます。 
 
 （２）平成 20 年 5 月期（平成 19 年 6 月 1 日～平成 20 年 5 月 31 日） 
 通期の見通しにつきましては、上記の中間期における業績予想が影響するものの、人員増強

等の営業力強化による、上期の先行投資が寄与し、下期においては期初予想の目標を達成する

見通しであります。 
 
注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
以 上 


